
 

 
 

2021 年 9 月 8 日 
 

エムティーアイ、気象研究所の委託先として採択！ 
「気象レーダー・カメラ・GPS 等の計測システムと交通データを組み合わせた 

竜巻・大雨に関する情報生成システムの研究開発」を実施  
 

株式会社エムティーアイ（東京都新宿区、以下「当社」）は、内閣府が主導する官民研究開発投資拡大プロ

グラム（PRISM）※において、2018 年より気象庁気象研究所（茨城県つくば市、以下「気象研究所」）が実施す

る、「AI を用いた竜巻等突風・局地的大雨の自動予測・情報提供システムの開発」の委託先として 2021 年度

も採択されました。今回は、「気象レーダー・カメラ・GPS 等の計測システムと交通データを組み合わせた竜巻・

大雨に関する情報生成システムの研究開発」において、撮影アプリの開発を実施します。  
※内閣府ホームページ：https://www8.cao.go.jp/cstp/prism/index.html 
 

◆研究開発委託の背景 
気象研究所では、内閣府が主導する官民研究開発投資拡大プログラム（PRISM）において、2018 年より AI

（人工知能）を活用し竜巻の進路や局地的大雨を予測することで、鉄道や航空機などの安全運行をサポートす

るシステムの開発を行っています。 
当社は、ゲリラ豪雨検知アプリ『3D 雨雲ウォッチ』や航空気象システム『ARVI』などの気象情報サービスを

提供しており、そのノウハウを生かした研究開発が可能であることから、気象研究所の委託先として、本年度も

含め 4 年連続採択されています。 
2018 年度から 2020 年度は、鉄道事業者と航空事業者を対象に、竜巻等突風の予測情報と列車の運行情

報や航空機の位置情報などを組み合わせ、竜巻等突風や局地的大雨による危険性を知らせるアラート情報を

生成するシステムの開発をしました。※1 

 
◆2021 年度の研究開発について 

本年度は、「気象レーダー・カメラ・GPS 等の計測シ

ステムと交通データを組み合わせた竜巻・大雨に関す

る情報生成システムの研究開発」において、撮影アプ

リの開発を担います。 
本アプリは、気象レーダーが探知した竜巻等突風や

局地的大雨などの情報を、その近辺にいる撮影者※2

のスマートフォンにプッシュ通知で知らせ、撮影者が撮

った実際の気象状況の画像を、AI で解析※3 して雲の

種類を判別後、サーバーに自動で送ることができます。 
また、竜巻・局地的大雨の複合アラート情報配信システムにおいて撮影者ビューを新たに追加し、気象レー

ダーによって捉えられた探知情報と AI 解析した撮影画像情報を比較検証する機能も開発します。 
 

＜実施期間＞ 
令和 3 年 6 月 18 日から令和 4 年 3 月 31 日  
※本委託研究には、官民研究開発投資拡大プログラム（PRISM）予算が活用されています。 
 
＜ゲリラ豪雨検知アプリ『3D 雨雲ウォッチ』について＞ 

最先端の気象レーダ「フェーズドアレイレーダ」や気象庁 C バンド気象レーダーの観測デ

ータを用いて全国の雨雲を 3D 描画で表示し、今まで察知が難しかったゲリラ豪雨発生の

可能性を予測し、約 15 分～20 分前にスマートフォンのプッシュ通知でお知らせするサー

ビスです。また、落雷情報や予測が難しい強い雪・豪雪（地域により基準値設定）の可能

性なども通知することで、突発的な気象災害への対策をサポートし被害軽減を

目指しています。 

また、2020 年度グッドデザイン賞を受賞し、利用者が直感的に危険を察知でき

るようデザインにも工夫をしています。 

URL：http://pawr.life-ranger.jp  

※撮影アプリのイメージ画像 



＜航空気象システム『ARVI』『3DARVI』について＞ 

『ARVI』、『3DARVI』は、エムティーアイが提供する航空気象総合システムで

す。 

雨雲や雪、風、火山、台風など航空機の運航に影響を与えるあらゆる気象・災

害情報が揃っており、ルートやフライトプラン、トラッキングデータ（一部オプショ

ン機能）をひとつの画面でまとめて確認が可能です。すでに、国内のエア

ラインに導入され、活用されています。 

『ARVI』は、「air + vision」から作った造語です。「明瞭に先を見通しなが

ら、安全運航をサポートさせて頂きたい」という想いから命名し、航空機の

安全な運航をサポートするとともに、業務効率化を図ります。 
 
※1：気象研究所の委託先として、エムティーアイの気象データの 3D 描画技術を活用し、鉄道・航空事業者向けに竜巻等突風の進路

予測結果表示システムの研究開発を実施：https://www.mti.co.jp/?p=24457  

エムティーアイの気象データの 3D 描画技術を活用し、竜巻等突風・局地的大雨の 探知・追跡情報と交通データを組み合わせ

た予測アラート情報生成システムを研究開発：https://www.mti.co.jp/?p=28760  

※2：防災関係者など、竜巻等の目撃情報をいち早く通報する特定の人となります。 

※3：撮影された画像の雲の種類を AI にて解析する開発は、他委託事業社にて行います。 

 

 
 

報道関係の方からのお問い合わせ先 

株式会社エムティーアイ 広報室 

TEL ： 03-5333-6755   FAX ： 03-3320-0189 

E-mail：mtipr@mti.co.jp  URL：http://www.mti.co.jp 

一般のお客さまからの問い合わせ先 

株式会社エムティーアイ コンタクトセンター 

E-mail：call_center@cc.mti.co.jp  
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